
採択年

目標年
（当初又は前
回評価時目

標年）

計画年次
の遅れ

全体事業費
（進捗度）

全体延長等
（供用延長等）

1 街路整備事業
新庄
しんじょう

都市計画道路事業
と し け い か く ど う ろ じ ぎ ょ う

3・4・4号
ご う

北本町
きたほんちょう

飛田
と び た

線
せん 新庄市

し ん じ ょ う し

新町
あ ら ま ち

H27 R9
（R6）

3年
17.3億円
（79.0%）

L=５０８m
（L=１７８m）

●現道拡幅により、走行時間の短縮が期待できる。
○緊急輸送道路の無電柱化により都市防災機能の向上が図られる。
○歩道幅員が確保され、歩行者の安全性向上が図られる。

事業中
評価後

５年経過
・用地（交渉） 継続A

2 街路整備事業
村山
むらやま

都市計画道路事業
と し け い か く ど う ろ じ ぎ ょ う

3・4・5号
ご う

村山
むらやま

駅
え き

東沢線
ひがしざわせん 村山市

む ら や ま し

楯岡
た て お か

R2
R10
（R8）

2年
18.0億円
（32.2%）

L=３８５m
●現道拡幅により、走行時間の短縮が期待できる。
○緊急輸送道路の無電柱化により都市防災機能の向上が図られる。
○歩道幅員が確保され、歩行者の安全性向上が図られる。

事前
評価後

５年経過
・用地（交渉） 継続A

3 街路整備事業
南陽
なんよう

都市計画道路事業
と し け い か く ど う ろ じ ぎ ょ う

3・4・5号
ご う

赤
あか

湯
ゆ

停車場
ていしゃじょう

線
せん 南陽市

な ん よ う し

三間
み つ ま

通
どおり

R2
R11
（R8）

3年
28.3億円
（20.4%）

L=３９３m
●現道拡幅により、走行時間の短縮が期待できる。
○無電柱化により防災機能の強化が図られる。
○歩道幅員が確保され、歩行者の安全性向上が図られる。

事前
評価後

５年経過
・用地（交渉） 継続A

4 街路整備事業
鶴岡
つるおか

都市計画道路事業
と し け い か く ど う ろ じ ぎ ょ う

3・4・3号
ご う

羽黒橋
は ぐ ろ ば し

加茂
か も

線
せん 鶴岡市

つ る お か し

苗津町
な え づ ま ち

R2
R11
（R8）

3年
17.4億円
（28.2%）

L=２１３m

●現道拡幅により、走行時間の短縮が期待できる。
○緊急輸送道路の無電柱化により都市防災機能の向上が図られる。
○歩道幅員が確保され、歩行者の安全性向上が図られる。
○築40年以上経過した老朽橋を新橋に架替えることで、道路の安全性が向上する。

事前
評価後

５年経過
・用地（交渉） 継続A

5 街路整備事業
酒田
さ か た

都市計画道路事業
と し け い か く ど う ろ じ ぎ ょ う

3・3・4号
ご う

本町
ほんちょう

東大町
ひがしおおまち

線
せん 酒田市

さ か た し

中町
な か ま ち

R2
R11
（R8）

3年
15.0億円
（20.4%）

L=４８１m
●現道拡幅により、走行時間の短縮が期待できる。
○緊急輸送道路の無電柱化により都市防災機能の向上が図られる。
○歩道幅員が確保され、歩行者の安全性向上が図られる。

事前
評価後

５年経過
・用地（交渉） 継続A

6 道路事業（改築）
主要
し ゅ よ う

地方
ち ほ う

道
ど う

山形
や ま が た

山寺
や ま で ら

線
せ ん

山形市
や ま が た し

風間
か ざ ま

～十
じゅう

文字
も ん じ

（高瀬川橋
た か せ が わ ば し

）
H22

R7
（R5）

2年
25.3億円
（93.7%）

Ｌ＝５００ｍ
（Ｌ＝０ｍ）

○ 築86年を経過した老朽橋を新橋に架替えることで、道路の安全性が向上する。
○ 道路幅員の確保により、走行性・安全性の向上が図られる。

事業中
評価後

５年経過

・他施設管理者（河
川）との協議調整

継続A

7 道路事業（改築）
一般国道
286号

山形市
や ま が た し

滑川
な め か わ

～下
し も

宝沢
ほ う ざ わ

（棒原橋
ぼ う ば ら ば し

）
R2

R11
（R11）

－
25.0億円
（15.9%）

Ｌ＝８６０ｍ
（Ｌ＝０ｍ）

○ 築59年を経過した老朽橋を新橋に架替えることで、道路の安全性が向上する。
○ 道路幅員の確保により、走行性・安全性の向上が図られる。

採択後
５年経過

－ 継続A

8 道路事業（改築）
一般国道
344号

酒田市
さ か た し

上
か み

安田
や す だ

～

上野
か み の

曽根
そ ね H27

R8
（R6）

2年
33.0億円
（73.7%）

Ｌ＝３，０８０ｍ
（Ｌ＝０ｍ）

● バイパス整備により走行時間が短縮され、走行経費の低減が期待できる。
○ 歩道幅員が確保され、歩行者の安全性向上が図られる。
○ 物流の向上・救急医療機関へのアクセス向上が図られる。

事業中
評価後

５年経過

工事実施上の対策
（軟弱地盤）

継続A

9 道路事業（交通安全）
一般国道
287号 白鷹町

し ら た か ま ち

菖蒲
し ょ う ぶ

R2
R11

（R11）
－

12.7億円
（71.4%）

Ｌ＝５２０ｍ
（Ｌ＝０ｍ）

○ 通学児童等が安全で安心して歩行できる空間が確保される。
○ 円滑な通行が可能となり、交通事故発生の抑制が期待される。
○ 歩道幅員が確保され、歩行者の安全が図られる。

採択後
５年経過

－ 継続A

10 道路事業（交通安全）
主要
し ゅ よ う

地方
ち ほ う

道
ど う

山形
や ま が た

南陽
な ん よ う

線
せ ん 南陽市

な ん よ う し

板
い た

宮
みや

R2
R11

（R11）
－

9.5億円
（48.5%）

Ｌ＝９７３ｍ
（Ｌ＝２３２ｍ）

○ 通学児童等が安全で安心して歩行できる空間が確保される。
○ 道路幅員の確保、線形改良により、走行性・安全性の向上が図られる。
○ 物流の向上・救急医療機関へのアクセス向上が図られる。

採択後
５年経過

－ 継続A

11 河川改修事業 大旦川
お お だ ん がわ 村山市

む ら や ま し

河島
か わ し ま

～名取
な と り S61

R17
（R12）

5年
200.0億円
（66.3%）

9,190ｍ
（3,760ｍ）

●河川改修により氾濫区域内の下記の浸水被害の低減を図る。
●家屋1,029戸、水田・農地497.0ha、事業所や公共土木施設等の直接被害。
●事業所等の営業停止損失、家屋等の清掃等の応急対策費用などの間接被害。
○交通途絶、ライフライン切断、事業所の休業等に伴う波及被害の低減を図る。

事業中
評価後

５年経過

・工事実施上の対策
（軟弱地盤）

継続A

12 海岸侵食対策事業 比子
ひ こ

地区
ち く

海岸
か い が ん

遊佐町
ゆ ざ ま ち

比子
ひ こ

H7
R13

（R10）
3年

45億円
（66.0%）

突堤6基(堤頭4
基)

(突堤6基(堤頭1
基))

●家屋３戸や公共土木施設の施設消失被害と107haの土地消失被害の軽減が期待できる。
●防砂林（クロマツ）を保全することで飛砂被害の軽減が期待できる。
○クロマツ林の景観やその歴史的価値を保全することができる。

事業中
評価後

５年経過
・工事実施上の対策 継続A

13
土砂災害対策事業
（砂防） 芦

あ し

沢
さ わ

川
か わ

山形
や ま が た

市
し

山寺
や ま で ら

R2
R10
（R6）

4年
6.0億円
(51.8%)

砂防えん堤1基
（砂防えん堤 - 基）

●山寺小中学校、山寺地区の人家34戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●市道350ｍ及び林道800ｍの施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・用地（白地） 継続A

事業名 施行場所
路線名

河川名等

令和６年度　事業中評価対象事業一覧

総合評価
（案）

No.
事業中評
価対象とな

る理由

計画年次の遅れの
理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主な事業効果

　　　　　　　　　● 貨幣換算し、費用便益分析における便益（B）に計上している事業効果
　　　　　　　　　○ 貨幣換算する手法が確立されていないものの、事業により得られる効果

進捗状況（計画年次） 進捗状況（事業費等）



採択年

目標年
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回評価時目

標年）

計画年次
の遅れ

全体事業費
（進捗度）

全体延長等
（供用延長等）

事業名 施行場所
路線名

河川名等
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（案）
No.

事業中評
価対象とな

る理由

計画年次の遅れの
理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主な事業効果

　　　　　　　　　● 貨幣換算し、費用便益分析における便益（B）に計上している事業効果
　　　　　　　　　○ 貨幣換算する手法が確立されていないものの、事業により得られる効果

進捗状況（計画年次） 進捗状況（事業費等）

14
土砂災害対策事業
（砂防） 平石水沢

ひ ら い し み ず さ わ

山形市
や ま が た し

上東山
かみひがしやま

H12
R10
（R6）

4年
14.0億円
（64.7%）

砂防えん堤４基
（砂防えん堤2基）

●平石水地区の人家41戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●市道1,260ｍ、橋梁、公民館等の施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業中
評価後

５年経過
・用地（共有地） 継続A

15
土砂災害対策事業
（砂防） 金毘羅沢

こ ん ぴ ら さ わ

天童市
て ん ど う し

貫津
ぬ く つ

R2
R10
（R6）

4年
2.8億円
（38.9%）

砂防えん堤1基
（砂防えん堤 -

基）

●貫津、山元地区の人家２７戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●県道450ｍの施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・地元調整（工事用
道路）

継続A

16
土砂災害対策事業
（砂防） 貫津川

ぬ く つ が わ

天童市
て ん ど う し

貫津
ぬ く つ

H27
R10
（R6）

4年
2.2億円
（30.4%）

流木捕捉工１基
（流木捕捉工－

基）
渓流保全工

L=397m

●上貫津地区の人家100戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●市道3,600ｍ、橋梁、公民館等の施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業中
評価後

５年経過
・用地（共有地） 継続A

17
土砂災害対策事業
（砂防） 諏訪沢

す わ さ わ

中山町
な か や ま ま ち

土橋
つ ち は し

R2
R8

（R6）
2年

2.8億円
（73.9%）

砂防えん堤1基
（砂防えん堤 -

基）

●柳沢、土橋地区の人家３３戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●町道等の道路設備における施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・用地（残地） 継続A

18
土砂災害対策事業
（砂防） 柴屋沢川

し ば や さ わ か わ

寒河江市
さ が え し

幸生
さ ち う

R2
R7

（R6）
1年

2.8億円
（56.3%）

砂防えん堤1基
（砂防えん堤 -

基）

●幸生地区の人家2戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●国道、町道等の施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感を向上することができる。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・工法検討 継続A

19
土砂災害対策事業
（砂防） 塩水沢

し お み ず さ わ

朝日町
あ さ ひ ま ち

上郷
か み ご う

R2
R8

（R8）
なし

2.8億円
（78.8%）

砂防えん堤1基
（砂防えん堤 -

基）

●上郷地区の人家20戸、人的被害及び国道、町道等の施設被害の軽減が期待できる。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感の向上が図られる。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・特になし 継続A

20
土砂災害対策事業
（砂防） たてあと沢

さ わ

鮭川村
さ け が わ む ら

京塚
きょうづか

R2
R8

（R6）
2年

2.7億円
（69.0%）

砂防えん堤1基
（砂防えん堤 -

基）

●京塚地区の人家２８戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●県道100m、市道650mの施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・地元調整（工事用
道路）

継続A

21
土砂災害対策事業
（砂防） 滝沢

た き さ わ

米沢市
よ ね ざ わ し

李山
すももやま

R2
R10
（R6）

4年
2.2億円
（34.0%）

渓流保全工L=795m
（渓流保全工L=－m）

●李山地区の人家33戸の家屋、介護老人保護施設1施設の人的被害を軽減する。
●県道、町道等の道路施設被害及び農作物被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・用地（交渉）
・関係機関（改良区）
との協議

継続A

22
土砂災害対策事業
（砂防） 織機川

お り は た が わ

南陽市
な ん よ う し

漆山
うるしやま

H27
R10

（R10）
なし

15.0億円
（54.4%）

砂防えん堤２基
（砂防えん堤１基）

床固工10基
（床固工 - 基）

●漆山地区の人家179戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●ﾌﾗﾜｰ長井線74m、県道659m等の施設被害及び農作物被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業中
評価後

５年経過
・特になし 継続A

23
土砂災害対策事業
（砂防） 大沢

お お さ わ

南陽市
な ん よ う し

新田
し ん で ん

R2
R7

（R6）
1年

3.9億円
（51.4%）

砂防えん堤1基
（砂防えん堤 -

基）

●新田地区の人家47戸の家屋、要配慮者利用施設1戸の人的被害を軽減する。
●国道13号600m、市道600m等の道路被害及び農産物被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・地元調整（工事用
道路）

継続A

24
土砂災害対策事業
（砂防） 馬場沢

ば ば さ わ

川西町
か わ に し ま ち

玉庭
た ま に わ

R2
R7

（R6）
1年

3.0億円
（77.3%）

砂防えん堤1基
（砂防えん堤 -

基）

●玉庭地区の人家31戸の家屋、玉庭小学校1施設の人的被害を軽減する。
●県道700m、町道600m等の道路施設被害及び農作物被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・地元調整（工事用
道路）

継続A

25
土砂災害対策事業
（砂防） 内倉

う ち く ら

白鷹町
し ら た か ま ち

下山
し も や ま

R2
R8

（R6）
2年

3.0億円
（28.4%）

砂防えん堤１基
(砂防えん堤 －

基)

●下山地区の人家２戸及び宿泊施設１施設の建物及び人的被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。
〇土砂災害発生時に宿泊施設の孤立を回避する。

事業中
評価後

５年経過
・工法検討 継続A

26
土砂災害対策事業
（砂防） 湯温海

ゆ あ つ み

３ 鶴岡市
つ る お か し

湯温海
ゆ あ つ み

R2
R8

（R6）
2年

2.0億円
（69.0%）

砂防えん堤1基
（砂防えん堤 -

基）

●土砂氾濫区域内の人家65戸、県道139m、市道817mの土砂災害が未然に防止される。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・地元調整（工事用
道路）

継続A

27
土砂災害対策事業
（砂防） 日向川

に っ こ う が わ

酒田市
さ か た し

升田
ま す だ

H12
R7

（R4）
3年

13.4億円
（99.0%）

床固工３基
（床固工３基）

●人家9459戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●主要地方道1,400m・市道3100m・橋梁5橋、保育園等の施設被害を軽減する。
●農地800aの農作物被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、住民に安心感を与える。

事業中
評価後

５年経過

・関係機関（環境）と
の協議

継続C
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目標年
（当初又は前
回評価時目

標年）

計画年次
の遅れ

全体事業費
（進捗度）

全体延長等
（供用延長等）

事業名 施行場所
路線名

河川名等
総合評価

（案）
No.

事業中評
価対象とな

る理由

計画年次の遅れの
理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主な事業効果

　　　　　　　　　● 貨幣換算し、費用便益分析における便益（B）に計上している事業効果
　　　　　　　　　○ 貨幣換算する手法が確立されていないものの、事業により得られる効果

進捗状況（計画年次） 進捗状況（事業費等）

28
土砂災害対策事業
（地すべり） 槙の代

ま き の だ い

鶴岡市
つ る お か し

槇代
ま き だ い

R2
R11
（R6）

5年
8.0億円
（66.0%）

頭部排土工１式
地下水排除工１

式
法面保護工１式

（-式）

●河道埋塞200ｍ、県道1.0ｋｍ、浸水家屋３８戸、農地１０ｈａの施設被害を軽減する。
○地すべり災害に対する不安感を解消し、住民に安心感を与える。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・工法検討 継続A

29
土砂災害対策事業
（急傾斜） 若木

わ か き

山形市
や ま が た し

若木
わ か き

R2
R10
（R6）

4年
4.3億円
（25.2%）

植生基材吹付工
A=4,000m2
（A=－m2）

●若木地区の人家8戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●市道104m等の施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・埋蔵文化財発掘調
査

継続A

30
土砂災害対策事業
（急傾斜） 城山

し ろ や ま

２－１ 天童市
て ん ど う し

北目
き た め

R2
R10
（R7）

3年
5.0億円
（16.2%）

崩壊土砂防護柵
工

L=290.7m
（L=　－m）

●北目地区の人家30戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●市道等486mの施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業中
評価後

５年経過

・用地（相続）
継続A

31
土砂災害対策事業
（急傾斜） 長善寺

ち ょ う ぜ ん じ

村山市
む ら や ま し

長善寺
ち ょ う ぜ ん じ

R2
R8

（R8）
なし

2.3億円
（53.4%）

コンクリート擁壁
L＝27.2ｍ(L=-m)
崩壊土砂防護柵
L＝73.5ｍ(L=-m)

●長善寺地区人家6戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する
●県道30ｍ及びその他道路50ｍの施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感を向上することが出来る。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・特になし 継続A

32
土砂災害対策事業
（急傾斜） 神田

じ ん で ん

（２） 戸沢村
と ざ わ む ら

神田
じ ん で ん

R2
R8

（R5）
3年

1.7億円
（58.1%）

法枠工
（L=175m）

L=38m

●神田地区の人家5戸について、人的被害を防ぎ、家屋や家庭用品並びに公共施設の被害を
軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・工法検討
・用地（相続）

継続A

33
土砂災害対策事業
（急傾斜） 池黒

い け ぐ ろ

（１） 南陽市
な ん よ う し

池黒
い け ぐ ろ

H27
R10
（R5）

5年
2.3億円
（59.4%）

崩壊土砂防護柵
L＝107.5ｍ
（L＝20.0ｍ）

●池黒地区の人家６戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業中
評価後

５年経過
・工法検討 継続A

34
土砂災害対策事業
（急傾斜） 芦沢

あ し ざ わ

長井市
な が い し

芦沢
あ し ざ わ

R2
R11
（R6）

5年
2.0億円
（50.8%）

補強土壁工・法枠
工

L=216m
（L=22m）

●芦沢地区の人家5戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
○住民の不安感を解消し、安心感が向上する。

事業中
評価後

５年経過
等

・工法検討
・埋蔵文化財発掘調
査

継続A

35
土砂災害対策事業
（急傾斜） 大林寺

だ い り ん じ

（６） 白鷹町
し ら た か ま ち

鮎貝
あ ゆ か い

H27
R7

（R5）
2年

1.8億円
（74.3%）

法枠工
L=110m
（L=44m）

●大林寺地区の人家5戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
○住民の不安感を解消し、安心感が向上する。

事業中
評価後

５年経過
等

・用地（財産放棄地）
・工法検討

継続A

36
土砂災害対策事業
（急傾斜） 荒砥

あ ら と

白鷹町
し ら た か ま ち

荒砥甲
あ ら と こ う

R2
R8

（R6）
2年

2.1億円
（13.0%）

法枠工
L=130m
（L=0m）

●荒砥甲地区の人家５戸の建物及び人的被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感が向上する。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・工法検討 継続A

37
土砂災害対策事業
（急傾斜） 由良

ゆ ら

（３） 鶴岡市
つ る お か し

由良
ゆ ら

R2
R10
（R7）

3年
4.2億円
（20.4%）

吹付法枠工
1,000m2（-m2）
重力式擁壁工

200m（-m）

●由良地区の人家30戸の家屋、家庭用品被害及び人的被害を軽減する。
●市道225m、その他道路79ｍの施設被害を軽減する。
○土砂災害に対する不安感を解消し、安心感を向上することができる。

事業採択
後５年経過
時点で継

続中

・関係機関との調整 継続A

38 水産基盤整備事業
山形県２地区

（由良
ゆ ら

漁港）
鶴岡市
つ る お か し

由良
ゆ ら

H26
R8
(R5)

3年
13.6億円
（66.6%）

東防波堤(D)
L=106.7m
（L=76.7m）

西防波堤(B)
L=170.6m

（L=150.6m）
-4.5m岸壁(B)

L=150.0m
（L=33.8m）

●防波堤の整備により港内の静穏性が増し漁船の耐用年数が延長される。
●防波堤の整備により港内の静穏性が増し荒天時の漁船の見回り回数が削減される。
●岸壁の整備によりエプロン幅が拡張し荷捌き作業時間が短縮される。
○改良工事が行われることで漁業継続意欲の向上が図られる。

事業
採択後

10年経過

岸壁工事に係る利用
者との調整及び防波
堤工事の工程調整に
より工事が長期化し
たため。

継続A

39 農地整備事業 肝煎
き も い り

地区 庄内町
し ょう な い まち

肝煎
き も い り

H27
R7

（R6）
1年

10.9億円
(84.5%)

区画整理工
11.4ha

(11.4ha）
用排水施設工

9.4km
（3.5km)

●ほ場区画の拡大により作業効率が向上し、営農経費が軽減される。
●農地の排水対策などの条件整備を行うことで、作物の単収増や品質向上が図られ生産額が
増加する。

事業
採択後

10年経過

技術者不足による入
札不調により、工事
開始時期が遅延した
ため。

継続A
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40
（県施行）
林道事業 最上

も が み

奥
お く

の細道線
ほ そ み ち せ ん

最上町
も が み ま ち

大字富沢
と み ざ わ

H22
R11
（R6）

5年
13.1億円
(61.3%)

9,673ｍ
(6,599ｍ)

●路網の整備により、木材の搬出経費や輸送トラックの大型化による輸送経費の縮減が図られ
る。
○林道整備に伴うコスト縮減により間伐が促進される。

事業中
評価後
5年経過

終点側共有林の地
権者の同意取得に年
数を要したため。

継続A

41
（県施行）
林道事業 沼沢線

ぬ ま ざ わ せ ん

小国町
お ぐ に ま ち

大字沼沢
ぬ ま ざ わ

H27
R11
(R6)

5年
7.0億円
（51.8%）

9,200ｍ
（3,693m）

●路網の整備により、木材の搬出経費や輸送トラックの大型化による輸送経費の縮減が図られ
る。
○林道整備に伴うコスト縮減により間伐が促進される。

事業採
択後

10年経過

起点側で発生した地
すべり性崩壊及び終
点側の埋設ケーブル
移設の対応に期間を
要したため。

継続A

（天童市案件）

42 道路事業（改築）

市道

（仮称）スマートイン

ター1号線
ご う せ ん

天童市
て ん ど う し

大字高擶
た か だ ま

R3 R8 0年
5.3億円
（36.6%）

L=540m
（L=0m）

●道路整備により走行時間が短縮され、走行経費の低減が期待できる。
○最上川河川氾濫時の周辺インターの代替インターとしての機能が確保できる。

市町村長
からの審査
依頼事業

遅れなし 継続A


